
｟2025 特色検査分析｠ 

【総評】 
・文章量は昨年までに比べてやや減少した。しかしそれでも相当な分量なので、取り組むべき問題の取捨選択を含

めて、スピーディーな対応が求められた。 
・全体的に知識を問う問題は殆どなく、思考力を必要とする問題が多かった。大学共通テストを意識した、論理的

思考力・数的処理力、データ・図・文章の理解力を問う問題が多く見られた。 
・理系分野では、方程式、数的処理、論理、空間図形、最短距離と幅広い出題が見られた。英語や国語、社会の問

題の中でも、数学・理科分野と絡んだ内容の出題が多く見られ、読解力だけでなく思考力を要求された。 
・公立レベルを超えた、難関私立・国立レベルの問題が散見した。特に翠嵐型（問 5・6）は非常に難しく、高校数学

レベルの問題（中学生でも解けるよう体裁を整えられてはいるが、現実的には高校数学レベルの勉強が必要な問

題）も見られた。このことから、特色検査のある学校を受験する場合、たとえ公立受験でも難関私立・国立を意識し

た勉強が必要であると言える。 
 

【各大問ごとの分析】 

問１ オーバーツーリズムと観光地のゴミ箱設置に

関する英文読解（共通） 
ア 英語 空所補充 

イ 社会 資料の読み取り 

ウ 英語 正誤問題 

エ 英語 文章読解 

オ 英語と理科 オシロスコープの波形 

 

問 2 物流に関する教科横断問題（共通） 

ア 国語 文章読解 

イ 社会 文章読解 

ウ 理科 天候 

エ 数学 論理 

オ 国語 文章全体の読み取り 

 

問 3 災害対策に関する教科横断問題 
（湘南、柏陽、川和、希望が丘、横浜国際、大和、平沼） 

ア 社会と数学 天保の飢饉 

イ 国語 古文の読解 

ウ 家庭科 ローリングストック法 

エ 数学 文章題 

オ 国語 文章読解 

カ 数学 文章題 

問 4 独立した小問の集合 
（湘南、川和、緑ヶ丘、多摩） 

ア 国語 敬語 
イⅰ 数学 空間図形 

ⅱ 数学 空間図形 
ウⅰ 数学 空間図形 

ⅱ 数学 空間図形 
 

問 5 コーヒーをテーマにした小問集合 
（翠嵐、柏陽、緑ヶ丘、多摩、横浜国際、大和、平沼） 

ア 理科 気圧変化 
イ 理科 グラフの読み取り 

ウ 数学 方程式の利用 

エ 数学と社会 貿易に関する推理問題 

オ 理科 匂い分子 

 

問 6 河川に関する教科横断問題（翠嵐、希望が丘） 

ア 社会 河川の流量に関する問題 

イ 社会 洪水対策 

ウ 社会 河川に関する問題 
エ 理科 中和と ph 
オ 数学 最短距離 

 
 
 










